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昭和41年 (9月末）昭和46年 (8月末）昭和51年 (8月末）
2,753人 2,231人 2041人
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町民税所得決定の状況（図 ・2)
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町
税

0
体
を
き
た
え
よ
う

私
達
が
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
営
む
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
必
要
で
す
。

私
達
は
、
そ
の
た
め
の
経
費
を
税
金
と
い
う
形
で
、
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
税
金
は
、
人
間
が
、
共
同
生
活
を
始
め
た
原
始
時
代
か
ら
、
何
ら
か
の
形
で
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
古
代
の
遺
跡
の
な
か
に
も
、
共
同
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
の
施
設
や
、
神
を
祭
る
施
設
が
、
数
多
く

存
在
し
、
そ
の
施
設
を
作
る
に
は
、
多
く
の
資
材
や
、
労
力
が
税
と
し
て
、
拠
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
中
世
の
封
建
社
会
で
は
、
税
が
、
君
主
な
ど
、
支
配
隋
級
の
生
活
の
た
め
に
も
使

わ
れ
て
お
り
、
支
配
隋
級
が
、

国
民
の
同
意
を
受
け
ず
に
、

一
方
的
に
課
税
し
、
ま
た
、
そ
の
使
途
も
、

国
民
の
た
め
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
支
配
隋
級
の
利
益
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
代
の
税
金
は
、
国
民
の
同
意
を
得
て
、
課
税
し
、
国
民
の
利
益
の
た
め
に
、
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
は
、
国
税
と
地
方
税
に
分
か
れ
ま
す
が
、
今
回
は
、
地
方
税
の
中
で
、
最
も
身
近
な
町
税
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
町
税
に
は
次
の
よ
う
な
税
目

が
あ
り
9

陪
通
税
と
目
的
税
に
別
れ
て

い
ま
す
G

下
表
の
よ
う
に
、
沢

1
な
税
目
が
、

あ
り
ま
す
が
、
普
通
税
の
中
で
は
、
町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
自
的
税
で
は
、

国
民
健
康
保
険
等
は
、
皆
き
ん
、
よ
く

く
こ
承
知
の
税
で
す
。

図

で
は
、
肱
川
町
の
場
合
、

l（
 

ど
ん
な
税
自
が
あ
り
、
又、

凡

調
定
額
は
、
ど
の
よ
う
に
状定

な
っ
て
い
る
か
、
昭
和
五
闘

十
年
度

一
般
会
計
の
決
算

の税

か
ら
み
る
と
、
図
、

1

の

町

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
図
で
、
わ
か
る
よ
う
に
、
町
民

税
が
、
総
額
の
二
十
ニ

・
八
％
を
占
め

町

民

税

固

定

資

産

税

軽

自

動

車

税

た

ば

二

消

費
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気
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ガ
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木
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目
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税

水

利
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益

税

宅

地

開

発

税

国
民
儒
康
保
険
税

て
い
ま
す
が
、
町
民
税
の
所
得
決
定
を

グ
ラ
フ

（
図

2
)
に
、
表
わ
し
て
み
る

と
、
農
業
所
得
が
、
全
体

の
四
十
六
・
五
％
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
給
与
所
得

と
の
尼
は
、
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

い
か
に
、
竪
茉
農
家
が

少
な
く
な

っ
て
い
る
か
、

税
の
上
で
も
、
は
っ
き
り

現
わ
れ
て
い
ま
す
。
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す
こ
や
か
な
か
ら
だ

一般会計歳入額における
町税の占める割合（図 •5)

年次 歳入額 町 税 割合紛

46 307,514 33,259 10,82 
47 411,716 36,956 8,98 
48 503,941 38,387 7,62 
49 685,239 39,849 5,82 
50 827,404 43,207 5,22 

て ー と
い人‘巴

税の負担状況（図 •3)
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磨
g
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二
二
％
と
約
半
分
近
く
と

町税の調定状況（図． 4)
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て
か
か
り
、
何
回
か
の
会
を
重
ね
具
体
化
次
に
私
が
以
前
よ
り
念
願
と
し
、
議
一

て
た
も
の
で
あ
ま
り
に
も
重
責
で
あ
っ
会
に
お
い
て
も
理
事
者
の
考
え
を
う
か
で

0
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
の
皆
さ
ん
。

[
た
が
、
若
者
の
意
見
を
町
行
政
の
場
に
が

っ
た
こ
と
の
あ
る
託
児
所
設
置
に
つ
亡
明
浜
町
老
人
福
祉
慰
問
。

次
に
、
町
民
一
人
当
り
の
税
額
は
、
か
、
グ
ラ
フ
（
図
3
)
で
、
表
わ
し
て
i

お
い
て
、
代
弁
し
た
い
と
考
え
、
又
自
い
て
、
昨
年
町
に
お
い
て
ま
と
め
た
肱
―
―

”
い
つ
ま
で
も
お
す
こ
や
か
に
“
と
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ど
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っ

て

い

る

の

か

、

又

、

一

世

帯

み

ま

し

た

。

ご

自

身

の

人

間

づ

く

り

修

練

の

場

と

思

川
の
姿
は
今
後
年
々
人
口
は
増
加
の
見
＝
―し
ば
し
の
間
、
歓
談
。

(7
.
2

通
し
と
成

っ
て
お
り
、
又
、
今
年
度
は
『
0
小
規
模
基
盤
整
備
事
業
。
第

一
回
の

て
た
か
ら
で
す
。

当
り
で
み
る
と
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の

農
協
に
お
い
て
、
農
産
物
加
工
施
設
が
=
固
定
協
議
。
最
初
だ
け
に
真
剣
に
各
事

ご
今
後
の
抱
負

，

／

〇

―

-
口
に
言
っ

て
「
明
る
＜
豊
か
な
町
建
設
さ
れ
、

雇
用
者
六
十
人
程
度
と
な
＝
業
を
審
査
。

＿0
、
二
六
七

5

ニ
メ
ら
」
で
す
。
こ
の
意
味
も
解
釈
に
っ
て
お
り
、
主
婦
は
農
林
業
。
商
工
業
。
一
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林
業
対
策
幹
事
会
）

呻
よ
っ
て
は
、
毎
日
が
平
穂
無
事
で
町
民
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
従
事
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と
し
て
男
性
一
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工
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十
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所

額

額
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人

一
人
の
生
活
が
安
定
し
て
い
れ
ば
以
上
の
多
忙
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
K

の
災
害
査
定
。
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、
大
い
に
意
思
い
ま
す
。
子
供
を
産
め
ば
出
費
が
増
[

-
日
も
早
く
復
旧
す
る
こ
と
を
願
っ

り
言
い
と
い
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の
で
は
な
く

当
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叫
〇
町
議
会
、
農
業
委
員
会
の
親
善
ソ
フ

※
現
在
の
役
職

覧
委
員
長
・
会
社
役
員
・

一
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
。
き
ょ
う
だ
け

「
点
、
新
し
い
も
の
を
見
い
出
し
て
、
よ

商
工
会
観
光
協
会
各
理
事
・
一
は
む
ず
か
し
い
理
屈
を
ぬ
き
に
し
て
、

[
り
発
展
、
よ
り
豊
き
を
求
め
る
活
気
の

皿

II

俺
に
も
打
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せ
や
9
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°

商

玉
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喜

部

県

連

副

会

長

・

呵

uII
O
新
庁
舎
に
「
コ
ウ
モ
リ
」
の
珍
客
。
当

一
私
は
農
林
業
に
つ
い
て
は
経
験
も
な
建
設
協
会
青
年
部
副
部
会
長
・
血

亡
夜
は
宿
直
も
心
丈
夫
。
だ

っ
て
夜
に
強

「
＼
無
知
で
す
が
、
今
わ
が
町
で
は

一
次

月

上

地

区

野

球

連

盟

会

長

。

ぃ

二
農
構
を
終
り
二
次
農
構
も
終
盤
に
来
て
※
趣
味

ゴ
レ
フ
・
現
在
は
多
忙
な
た
一
い
お
客
き
ん
で
す
も
の
。

(
8
.
2
6
)

L

お
り
、
小
規
模
基
盤
整
備
の
推
進
が
な
｝
め
休
ん
で
い
る
。
ハ
ン
デ
ィ
m
I
I
O
”
も
う
川
に
ゴ
ミ
や
い
ら
ん
も
の
を

キ
ャ
ッ
プ
ニ
十

七

。

一

捨

て

ま

い

や

ね

や

“

と

小

学
生
や

一
般

フ
さ
れ
て
お
り
計
画
に
は
諸
手
を
上
げ
る

※

家

族

構

成

一

に

よ

る

河

川
愛
護
デ
ー
の
実
施
。

皿
者
で
す
が
「
補
助
が
有
る
か
ら
や
る
。

長
女
高
校
一
年
を
か
し
ら
に
て
り
美
し
い
町
に
。

一
人
が
や
る
か
ら
や
る
。
や
れ
ば
何
ん
と

-
「
肱
川
を
よ
こ
す
ま
い
や
の
合
言
葉
」

一
か
な
る
ぞ
よ
。
い
け
な
ん
だ
ら
出
稼
ぎ
中
学
一
年
、
小
学
二
年
、
三

(8
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＝
で
も
。
」
と
言
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
ょ
オ
の
男
子
三
人
と
妻
の
六
人

I

う
、
が

っ
し
り
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

家

族

。

呻

叩

0
第

一
0
七
回
の
肱
川
町
議
会
臨
時
会
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言
開
催
。

皿

副
議
長
に
岩
田
槙
太
郎
氏
、
総
務
委

相
続
税
の
申
告
と
納
税
は
[

ご

屈

二

智

怠

一

具

長

に

久

保

田

仁

之

氏

就

任

。
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Q
お
と
し
よ
り
に
ぶ
ん
ま
の
奉
仕
“
を

一
と
大
洲
市
、
喜
多
郡
の
あ
ん
ま
師
が

一

訟
碑
妻
星
＂

子

団
堂
に
あ
つ
ま
っ
て
無
料
の
施
術
奉
仕
゜

(9
.
5
鹿
の
川
荘
に
て
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一
肱
川
町
議
会
人
事
移
動

-

（
九
月
一
日
付
け
）

槙
太
郎

一

副

議

長

皿

総

窮

委

員

長

仁

之

同

副

委

員

長

盛

夫

（単位 千円）

な
り
、
年
々
税
の
占
め
る
割
合
は
低
く

な
っ
て
行
き
ま
す
。

肱
川
町
の
税
収
は
、
総
予
算
の
五
％

程
度
で
、
自
主
的
財
源
は
、
非
常
に
少

な
く
、
大
部
分
は
、
国
、
県
の
交
付
金
、

補
助
金
等
に
よ
り
、

町
政
が
運
営
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
町
税
は
、
法
で
定
め

ら
れ
た
唯
一
の
財
源
で
す
。

ウ
エ
イ
ト
の
低
い
税
金
で
す
が
、
町

に
と
っ
て
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

35 

30 

25 

20 

15 

干円）

m 46 47 48 49 50 

町民g 税 l6,103 6,245 7,339 8,548 9,857 
固定自 産車税税 19,866 22,325 22,500 23,884 23,884 
睦 1,141 1,275 1,272 1,216 1,195 
たばこ ・i肖四税 4,378 4,827 4,747 4,901 5,768 
電気オオ、 ガス税 1,412 1,988 1,983 2,220 2,108 
木 引取税 359 296 505 464 395 

国民健康保険税 18,022 18,669 19,637 27,392 31,981 

10 

ニ
八

ヽ
二
五
七

―
-
、
九
九
六

三
四
、

0
九

一

一五、

六
四

=
―
九
、

0
五
五

0
仲
間
に
入
ろ
う

0
町
を
き
れ
い
に

一

相
続
税
の
申
告
書
は
、
相
続
開
始
の

ー

日
（被
相
続
人
が
死
亡
し
た
日
）
の
翌
日

金

か

ら
六
ヵ
月
以
内
に
提
出
し
な
け
れ
ば

税

な

り

ま

せ

ん

。
提
出
先
は
、
被
相
続
人

と

の
住
所
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
で
す
。

続

喜

、

納

税

は

金

銭

で

一
時
に
納
め
る

目
の
が
原
則
で
す
が
、
物
納
や
延
納
の
制

太
1

分

[

度

も

あ

り

ま

す

。

続

望

喝

唸

堡

な
お
、
農
地
を
相
続
し
た
場
合
、

一・
臼

ユ

い

謬
＿2-9知
＿2百

戸`
0
は

ま

れ

ば

、

納

税

が

だ

誓

§
ぷ
丁
土
房

玩

怠
5

ぷ
巫

（
「
大
切
に
」
運
動
十
月
の
目
標
）

岩

田

久
保
田

西

田



中
高
年
令
層
を
対
象
に
、

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、

栄
養
、
運
動
、
休
養
の
三
要

素
を
正
し
く
理
解
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
実
践
し
て
い

た
だ
く
た
め
「
健
康
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
設
し
ま
す
。
お
さ

そ
い
合
せ
の
う
え
f
)

参
加
下

き
い
。な
お
、
参
加
こ
希
望
の
方

は
、
あ
な
た
の
一
日
の
食
事

0
清

掃

の

日

0
生
ワ
ク
投
与

九
月
二
十
六
日
（
日
）

と

き

十

月

五

日

町
内
一
斉
に
大
掃
除
を
と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

該

当

者

0
成
人
、
老
人
病
検
診

一
回
目
の
人
五
十

一
年

九

月

二

十

九

日

日

か

ら

同

年

六

月

三

十

日

ま

で

の

十

三

時

ー

十

五

時

出

生

者

。

＇

才

大

谷

公

民

館

二

回

目

の

人

五

十

年

七

月

一

日

か

九

月

三

十

日

ら

五

十

一

年

二

月

十

五

日

ま

で

の

+

＝

一

時

ー

十

五

時

出

生

者

肱
川
町
公
民
館
そ
の
他
今
ま
で
に
投
与
で
き
な
か
っ

十

月

六

日

た

四

才

末

満

の

幼

児

。

+＝
一時
半
ー
十
四
時
半

0
妊

婦

健

康

相

談

予

子

林

公

民

館

と

き

十

月

八

日

十
三
時
ー
十
五
時

〇
血
液
型
検
査

と

こ

ろ

肱
川
町
公
民
館

九
月
二
十
九
日

十
時
ー
十

一
時

0
母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
婦
健
康
相

正
山
公
民
館
談
日
に
交
付
し
ま
す
か
ら
、
妊
娠
届

+
＝
一
時
ー
十
五
時
を
し
て
下
さ
い
。

・

大

谷

公

民

館

〇

妊

娠

に

気

付

い

た

ら

、

早

め

に

妊

娠

九

月

三

十

日

届

を

し

て

無

料

受

診

券

を

こ

利

用

下

~
十
時
ー
十
一
時
さ
い
。
予
子
林
公
民
館

0
不

用

犬

の

回

収

古

一

時

ー

十

五

時

と

き

十

月

十

二

日

[

肱

川

町

公

民

館

八

時

半

ー

十

一

時

検

査

料

無

料

と

こ

ろ

肱

川
町
役
場

私
の
部
落
は
予
子
林
の
中
央
に
あ
す
毎
に
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
な
っ
て
流
れ
、
作
り
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
心
境
。
は
、
ま
こ
と
に
飛
躍
的
な
事
業
で
あ

た
る
。
右
と
左
に
、
地
区
内
各
部
落
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
情
景
を
―
―
一
人
寄
れ
ば
文
珠
の
知
恵
の
と
お
り
、
っ
た
こ
と
は
部
落
民
は
も
と
よ
り
、

の
散
在
す
る
光
景
が
見
え
、
北
面
に
眺
め
な
が
ら
、
農
作
物
が
出
来
る
と
い
人
間
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
十
面
周
囲
か
ら
も
絶
大
な
る
賞
讃
を
受
け
最
近
、
放
し
飼
い
の
犬
に
か
ま
れ
る

は
雄
大
な
る
山
の
数
々
が
、
我
々
に
う
地
形
で
あ
る
。
大
で
あ
り
、
意
見
交
換
・
討
議
・
建
設
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
以
上
の

事
故
や
、
「
迷
い
犬
が
い
る
。
」
「
家
の
近

何
か
を
暗
示
す
る
よ
う
な
だ
が
、
残
念
と
い
う
二
字
が
消
せ
な
的
な
ら
喧
嘩
で
も
上
等
。
こ
の
よ
う
な
と
お
り
、
当
部
落
は
常
に
時
代
の
先

vの
道
路
や
広
場
へ
、
犬
に
用
便
を
さ

こ

一

端

を

進

み

、

明

る

＜

、

楽

し

く

夢

と

せ

る

人

が

あ
る
。
」
な
ど
の
苦
情
が
、
ひ

希
望
を
持
っ
た
平
和
な
明
け
暮
れ
の
ん
ば
ん
に
お
き
て
い
ま
す
。

：
畦
今
と
変
わ
り
な
い
〗
[
バ
〗
[
悶
汀
冒
二
圧
胃
夏
名
り

の

破

っ

た

。

だ

が

、

当

部

落

は

、

動

揺

の
色
も
出
さ
ず
、
全
員
団
結
を
強
化
犬
の
正
し
い
飼
い
方

し
、
助
け
あ
い
手
を
取
り
あ
っ
て
想

0
登

録

市

部

落

の

索

朴

さ

像
し
得
な
い
苦
し
み
と
戦
っ
て

三

生

後
＝―
か
月
以
上
の
犬
の
所
有
者

十
有
余
年
の
長
き
月
日
を
抜
出
し
た
。
は
、
毎
年

一
回
登
録
し
、
鑑
札
を
そ

今
少
々
の
慨
跡
は
別
と
し
て
、
昔
に
の
犬
に
着
け
て
お
く
こ
と
。

印
象
で
立
ち
、
そ
し
て
山
い
事
態
も
あ
る
。
そ
れ
は
耕
地
の
狭
隣

変
わ
り
な
い
部
落
の
素
朴
な
姿
を
見

0
狂
犬
病
予
防
注
射

間
地
独
特
の
カ
ー
ブ
を
作
っ
て
走
る
及
び
戸
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
部
落
創
立

つ
め
る
と
き
、
団
結
、
更
に
衆
カ

一

生

後
一二
か
月
以
上
の
犬
の
所
有
者

県
道
、
近
郷
地
域
の
大
動
脈
と
し
て
以
来
の
こ
と
で
、
今
更
ど
う
に
も
な
ら

致
の
尊
さ
を
、
身
を
持
っ
て
味
わ
っ
は
、
毎
年
二
回

（六
か
月
毎
）
予
防

貫
録
充
分
。
こ
の
道
路
を
上
り
下
り
な
い
。
部
落
内
年
中
行
事
も
、
数
々
あ

た
こ
の
感
動
は
、
永
久
に
記
懐
か
ら
注
射
を
受
け
き
せ
る
こ
と
。

と
快
調
な
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
た
て
て
る
の
で
、
時
代
の
推
移
に
随
っ
て
合
法

離
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

0
け
い
留
義
務

疾
走
す
る
各
種
の
車
が
警
苗
を
鳴
っ
、
的
な
内
容
に
改
め
、
出
来
る
限
り
多
く
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十
月
l

日
肱
川
町
公
民
館
で

健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
設

共

同

募

金

運

動

中
か
ら
、
良
い
子
は
う
ま
れ
る
。

さ
て
印
象
に
残
る
こ
と
と
い
え
ば
、

少
々
古
い
が
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
前

後
に
完
成
を
み
た
水
道
、
農
道
の
両
工

事
で
あ
ろ
う
。
今
世
か
ら
み
れ
ば

一
笑

事
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
当
時
と
し
て 山岡 国男さん

内
容
を
記
入
の
う
え
、
九
月
二
十
七
日

ま
で
に
部
落
長
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

日
時
十
月
一
日
十
時
ー
十
五
時

揚
所
肱
川
町
公
民
館

内
容
血
庄
測
定
・
検
尿
・
貧
血
検

査
な
ど
の
検
診
や
、
所
要
カ
ロ
リ

ー
算
出
、
摂
取
栄
養
量
の
計
算
な

ど
の
栄
養
診
身
及
び
相
談
の
ほ
か
、

体
カ
テ
ス
ト
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
開
設
し
ま
す
。

月日暁刻 場 所

＋ 
9 : 30-10: 00 中津集会所

月
10 1'5-10 : 30 小 倉

十
10:45~11:46 予子林農協

＝ 
13 : 00-14 : 00 赤岩（縫製工場）

―'14 : 15-15 : 15 正山 （神社前）
日
15 : 30-16 : 30 中居谷集会所

9 : 00-10: 00 大谷公民館

10 : 15-10 : 30 硯

11: 00-12: 00 岩谷公民館

13 : 00-15 : 00 鹿野川河原

※

0
登
録
は
年

一
回
、
予
防
注
射
は
年

二
回
必
ず
受
け
る
こ
と
。

〇
料
金
登
録
三
0
0
円、

予
防
注

射
六
0
0
円

0
登
録
す
る
と
き
は
、
印
か
ん
を
持

参
の
こ
と
。

0
不

燃

物

の

収

集

収
集
日
十
月
十
四
日

収
集
地
区
鹿
野
川
・
大
谷
地
区

必
ず
十
三
日
中
に
、
荷
づ
く
り
を

し
て
所
定
の
場
所
へ
集
荷
の
こ
と
。

〇
乳
児
健
康
相
談

と

き

十

月

十

四

日

十
三
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

〇
む
し
歯
予
防
サ
ボ
ラ
イ
ド
塗
布

と

き

十

月

十

九

日

彎

．

曰
期
日十
月
一
日
ー
＿
―-
日

区
＝
場
と
内
容

0
第

一
会
場
農
業
試
験
場
（
道
後
南

町）

普
通
作
、
野
菜
等
展
示
は
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
資
料
展
示

0
第
二
会
場
果
樹
試
験
場
（
東
野
町
）

＿
 
＿
 

警察官募集

＿
 
一

十
月
十
四
日

曰
採
用
予
定
人
員

約
二

0
人

口
受
験
資
格
高
校
卒
程

度
の
学
力
の
あ

る
者
（
四
年
制

大
卒
は
受
験
で

き
な
い
）
。

口
年
令
昭
和
二
四
・
四
・
ニ

ー
昭
三
四
•
四
・

一
に
生
れ
た
者

日
体
格
身
長

一六
O
cm

以
上
で
身
体
健

全
で
あ
る
こ
と

固
受
付
期
間
昭
五

一・

九
・
三

¥
I
O
・

二―

0
犬

の

登

録

と

予

防

注

射

果
樹
栽
培
技
術
展
示
は
、

賓
料
展
示
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

0
第
三

会

場

松
山
家
畜
市
場
（
立
花
）

総
合
家
畜
共
進
会

0
第
四
会
協
林
業
試
験
場
（川
内
町
）

素
材
緑
化
木
・
し
い
た
け

林
業
機
械
の
展
示

資
料
展
示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

役
場
は
日
曜
日
や
勤
務
時
間
外
で
も

緊
急
を
要
す
る
窓
口
事
務
等
は
当
直
で

受
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
来
庁
さ
れ
る
方
は
、
今
後

は
日
曜
日
等
で
も
蜃
間
は
玄
関
を
開
い

て
お
り
ま
す
。

又
、
夜
間
等
は
出
入
口
を
し
め
て
い

十
二
時
半
ー
十
五
時

と

こ

ろ

肱
川
町
公
民
館

通
知
を
受
け
た
方
は
、
必
ず
き
て

下
き
い
Q

（
町
民
課
）

〇
心
配
ご
と
相
談

九
月
二
十
五
日

福
田
・
堀
犀
相
談
員

十
月
五
日

谷
本
・
兵
頭
・
都
谷
相
談
員

十
月
十
五
日

宮
本
・
下
石
相
談
貝

十
月
二
十
五
日

長
田
・
坂
本
相
談
具

受
付
九
時
ー
十
六
時

場
所
肱
川
町
公
民
館

（肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

勤
務
時
間
外
に
役
場
に
ご
用
の
あ
る
方
へ

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い

体
質
の
見
分
け
方

糖
尿
病
と
い
う
の
は
、

〖
一
口
で
い
う
と
せ
っ
か
く

ー
，
｝
食
べ
た
栄
養
が
、
か
ら
だ

全
体
の
働
き
に
利
用
さ
れ
な
い
た
め
、

血
液
に
糖
分
の
た
ま
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
で
す
か
ら
＂
病
気

Ii

と
い
う
よ
り

＂
体
質
“
と
考
え
た
ほ
う
が
理
解
し
や

す
い
で
し
ょ
う
。

体
質
で
す
か
ら
、
糖
尿
病
に
な
り
や

す
い
素
質
は
遺
伝
し
ま
す
。

し
か
し
素
質
が
あ
る
か
ら
必
ず
糖
尿

病
に
な
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
し
、
素
質

が
な
い
か
ら
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
と
い

「
こ
の
頃
公
民
館
で
は
、
電
話
公
民
館
に
限
ら
ず
、
役
場
に
つ
い
て
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

の
使
用
料
を
と
ら
れ
ま
す
が
な
も
同
じ
で
す
が
、
去
年
の
九
月
に
電
話
料
金
は
三
分
以
内
十
円
と
し
て
お
り

ぜ
町
の
施
設
で
も
あ
り
今
頃
使
交
換
が
自
動
化
さ
れ
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
ま
す
が
、

一
人

一
人
に
つ
い
て
分
数
の

用
料
を
と
る
と
こ
ろ
は
他
に
は
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
市
内
通
話
は
確
認
は
で
き
な
い
の
と
、
赤
電
話
を
利

あ
り
ま
せ
ん
が
」
無
料
で
し
た
が
、
自
動
化
と
共
に
市
内
用
さ
れ
て
も
十
円
で
す
の
で
、
こ
了
承

こ
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
通
話
も
三
分
こ
と
に
七
円
を
と
ら
れ
ま
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し

た

の

で

お

答

え

し

ま

す

。

す

。

尚

、

地

域

集

団

電

話

（
町
民
課
）
を

従
っ
て
住
民
の
方
が
利
用
さ
れ
る
場
利
用
さ
れ
ま
す
と
無
料
で
す
。

秋

の

道

路

愛

護

デ

ー

は

十

月

十

七

"

-

合

も

個

人

的

用

件

の

と

き

は

料

金

を

い

例
年
、
こ
協
力
を
得
て
お
り
ま
す
作
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
道
路
通
行

秋
の
道
路
愛
護
デ
ー
を

10月
17日
（
日
）
上
支
障
と
な
る
草
木
の
刈
払
い
と
、
路

に
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
面
・
側
溝
の
整
備
・
路
肩
な
ど
の
除
草

お

願

い

し

ま

す

。

を

お

願

い

し

ま

す

。

う

一

私

達

の

町

の

道

よ

畔

路

は

、

山

道

ば

か

し

全

り

で

す

。
カ
ー
ブ
だ
ら
け

で
す
。

放
鼓

カ
ー
プ
ミ
ラ
ー

追
駆

ら
を
全

、

故

勧

は

沢

山
で
き
ま
し

た
。
向
う
が
良
く

ま
す
の
で
、

一
階
の
公
民
館
側
入
口
に
+
“

あ
る
夜
間
電
話
で
二
九
番
を
ダ
イ

ヤ

ル

町

事

輝

見

え

る

よ

う
に
な
｀

の

通

～

り

ま

し

た

。

し
て
い
た
だ
く
と
内
に
つ
な
が
り
主
9
0

逹
交
21

で
も
、
た
ま
に

こ
の
こ
と
は
、
お
年
寄
等
で
不
案
内

／
 ，
 

な
方
も
あ
り
ま
す
の
で
家
族
の
方
で
気

を

つ

け

て

敦

え

て

あ

げ

て

下

さ

い

。

私

一

ス

ピ

ー

ド

を

落

さ

=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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あ
な
た
の
犬
は

罰
金
を
喰
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

犬
の
飼
い
主
は
、
必
ず
つ
な
い
で

飼
う
こ
と
。

〇
捨
て
犬
の
禁
止

飼
い
主
は
、
犬
を
捨
て
て
は
な
ら
。

な
い
。

〇
飼
い
主
が
、
学
校
、
公
園
、
道
路
そ

の
他
公
共
の
場
所
を
汚
染
し
た
と
き

は
、
直
ち
に
汚
物
の
処
理
を
す
る
こ

と。

〇
飼
い
犬
を
つ
な
ぐ
場
所
や
そ
の
問
辺

を
清
潔
に
す
る
こ
と
。

〇
飼
い
主
は
、
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き

は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
町
民

（
保
健

所
長
）
に
届
け
出
て
、
指
示
に
従
う

こ
と
。

こ
れ
等
に
違
反
す
る
と
、

二
万
円

i

充
万
円
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

（
十
月
一
日
！
三
十
一
日
）

=‘‘私の意見，¥にお答え＝

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
を

し
っ
か
り
把
握
し
た
う
え
で
、
．
次
の
よ

う
な
人
は
、
進
ん
で
定
期
的
に
検
査
を

受
け
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
家
系
に
糖
尿
病
が
あ
る
人
。

と
く
に
両
親
が
糖
尿
病
の
揚
合
。
父
か

母
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
兄
弟
に
糖
尿

病
の
あ
る
人
も
か
か
り
や
す
い
。

巨
大
児

（
四
キ
ロ
以
上
）
分
娩
屍

産
な
ど
の
経
験
の
あ
る
人
も
要
注
意
。

な
ん
ら
か
の
方
法
で
尿
糖
が
発
見
さ

れ
た
と
き
は
、
ひ
き
つ
づ
い
て
血
糖
検

査
が
必
要
で
す
。

晨

肱
川
町
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

員

の

酪
農
経
食
生
活
が
向
上
し
、
植
物
性
か
ら
動

堂
は
昭
和
物
性
た
ん
白
質
に
指
向
し
た
こ
と
こ
よ

褪
[
麗
H
璽
i

二
十
六

年

り

、
牛
乳
又
は
、
乳
製
品
の
消
費
が
伸

頃
に
始
ま
び
、
こ
4
数
年
、
乳
価
も
安
定
上
昇
し
、

―

匿
-
麗
-

っ
て
い
る
。
酪
農
経
営
は
安
定
し
て
き
た
。

置
一

終
戦
後
町
内
の
酪
農
の
現
況
を
規
模
別
に
区

褪麗
i

の
漉
乱
期
分
し
て
み
る
と
、

三
十
頭
以
上
の
大
型

に
は
農
業
、
十
頭
前
後
の
中
規
模
、

二
i
三
頭
の

胃鴫
馨
麗
覗
賜

嘉
蒻
璽
咄

も
同
様
に
小
規
模
に
類
別
で
き
る
。
大
型
酪
農
は

混
乱
し
、
そ
の
方
向
づ
け
に
困
惑
し
た
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
酪

が
、
ま
ず
、
現
金
収
入
が
確
実
に
得
ら
農
専
業
に
よ
る
協
業
経
営
の
育
成
を
目

れ
る
作
目
が
求
め
ら
れ
た
。
酪
農
は
そ
指
し
て
い
る
が
、
ほ
ゞ
、
そ
の
日
的
を

の
条
件
を
み
た
し
、
更
に
同
年
、
収
入
達
成
し
つ
4
あ
る
。
中
小
規
模
で
は
、

の
切
れ
目
が
な
い
と
い
う
魅
力
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
自
家
の
労
勁
力
、
立
地
条
件

こ
れ
に
着
自
し
た
も
の
と
思
う
。
に
見
合
っ
た
経
営
を
維
持
し
て
い
る
。

三
十
五
年
頃
に
は
、
乳
年
属
養
は
今
後
の
方
向
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
現

町
内
の
ほ
ゞ
全
域
に
わ
た
り
、
そ
の
戸
在
は
濃
厚
飼
料
へ
の
芭
度
が
高
く
収

閂[[

二曇
闘

直
閲ー£
1
[

〗

ず
飛
ひ
出
す

車に
出
合
い
ひ

っ
くりし
｀
口
[
[T

/
i”]-〗
こ0□〗

鼠

＂

園

も
の
は
耕
種
農
家

へ
の
労
鋤
力
の
吸

ごF

収
が
は
じ
ま
り
、

5
.

ま
す
。

出
嫁
ぎ
、
離
農
転

，り

＇じ

d
'ー

と
四
浬
携
に
よ
り
、

ま
っ
す
ぐ
な
道
と
感
違
い
し
て
い
る

職
等
、

一
段

と

現

稲

ワ

ラ

、

あ
る
い

の
で
し
ょ
う
か
。

広
い
道
と
思

っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う

金
収
入
が
手
近
か
に
得
ら
れ
る
情
勢
と
は
、
農
場
副
産
物
と
の
交
換
等
、
飼
料
自

ヵ

な

り

、

農

業

の

転

換

期

を

迎

え

た

。

特

給

化

の

一
助
と
し
て
、
相
互
に
経
営
の

n
o
 

つ
い
！
う
っ
か
り
し
て
い
た
な
ん
て
に
、
当
時
の
酪
農
の
崩
か
い
は
早
く
、
合
理
化
を
図
り
た
い
。

取
り
返
え
し
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。
四
十
年
頃
に
は
乳
牛
は
激
減
し
た
°
酪
農
家
は
年
中
佃
休
で
あ
り
、
後
継

近
こ
ろ
、
カ
ー
プ
で
の
衝
突
事
故
が
今
日
ま
で
経
営
を
維
持
し
て
き
た
酪
者
へ
の
苦
慮
も
あ
る
。
ヘ
ル
パ
ー
制
度

多

い

の

で

す

。

農

家

は

、

種

々

な

ア

ク

シ

デ

ン

ト
に
よ
を
設
け
、
時
に
は
休
養
と
余
暇
に
よ
り

カ
ー
ブ
で
は
、
徐
行
と
警
笛
を
忘
れ
＜
耐
え
抜
い
て
き
た
と
思
っ
。
乳
牛
が
明
日
の
経
営
に
活
力
を
養
い
、
次
期
世

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ね
。
真
か
ら
好
き
で
、
し
か
も
、
家
族
構
成
、
代
の
た
め
に
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
酪
農

粗
飼
料
生
産
へ
の
条
件
等
が
備
わ

っ
て
と
し
て
前
進
す
る
よ
っ
夢
を
託
し
た
い
。
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囀
•
•

あ

ん

ま

の

老

人

ク

ラ

ブ

の

集

会

し

た

。

無
料
奉
仕
町
内
九
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
十
な
お
八
十
才
以
上
で
郎
」
さ
れ
た
ニ

会

今

年

で

四

回

自

五

日

そ

れ

ぞ

れ

独

自

の

有

意

義

な

誓

十

一
色
ほ
、
霊
前
へ
弔
慰
金
を
お
供

の
は
り
、
あ
ん
ま
、
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
え
し
ま
し
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
無
「
公
共
施
設
、
お
寺
や
神
社
な
ど
の
清
米
寿
者
へ
記
念
品
の
増
呈

人
賀̂
＂) 2
祝
料
奉
仕
を
、
五
日
掃
も
と
意
気
さ
か
ん
で
す
。
本
年
数
え
の
八
十
八
オ
に
な
ら
れ
、

行

い

金

婚

式

合

同

祝

賀

会

米

寿

を

迎

え

ら

れ

た

十

一
人
に
、
県
と

～
 

同
事
鹿
野
川
荘
で

ー

今
年
ま
で
に
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
町
か
ら
お
お
況
い
の
記
念
晶
を
お
り
し

こ

＇ 
町
と
社
会
福
祉
た
こ
夫
婦
を
こ
招
待
し
て
、
郷
土
の
繁
ま
し
た
。

合
行
ま
し
た
。

敬
協
唇
が
志
門
‘
栄
に
こ
尽
力
を
い
た
だ
い
た
感
謝
と
況
一
年
間
医
者
に
か
か
ら
な
か

仕
心

奉

婚

の

大

洲

喜
多
地
区
の

意
を
表
し
て
、
金
婚
式
合
同
況
賀
会
が
お
と
し
よ
り
＿
―
-
十
八
人

金
月
施
術
者
の
こ
奉
仕
十
七
日
保
養
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
来
七
十
才
以
上
の
お
と
し
よ
り
で
、
昨

芹
—

,
f
)開
に
よ
っ
て
、
ま
し
た
。
年
度

一年
間
お
医
者
に
か
ら
な
か
っ

無

ヵ

～
百

二

十

人

の

誓

金

婚

式

を

迎
え
ら
れ
た
方
は
、
七
十
た
三
十
八
人
へ

、
健
康
老
人
と
し
て
、

組
し
よ
り
が
治
療
を
五
組
の
百
五
十
人
で
、
さ
す
が
に
み
な
町
か
ら
誓
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

ま

5

受
け
ら
れ
、
入
浴
さ
ん
お
元
気
で
す
。
な
お
、
名
簿
は
各
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
幹
部
研
修

7
 
や
保
健
婦
の
血
庄
戸
へ
お
配
り
し
た
老
人
読
本
「
す
こ
ゃ
九
月
二
十
八
、
九
日
の
二
旦
間
、
老

測
定
、
健
康
相
談
か
に
く
ら
す
」
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
人
ク
ラ
ブ
幹
部
の
県
外
研
修
が
行
わ
れ

ん
夜

ノ

な

ど

を

し

な

が

ら

、

敬

老

年

金

の

支

給

ま

す

。

楽
し
い

一
日
を
過
八
十
才
以
上
の
お
と
し
よ
り
百
五
人

『ベ
ゲ

さ
れ
ま
し
た
。
へ
、
敬
老
年
金
五
千
円
を
二
鵡
り
し
ま

醸 慶


